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村議会3月定例会
第1回田舎館村議会３月定例会が3月4日から13日

まで開かれ、平成27年度一般会計予算及び各特別会計
予算などが審議されました。
開会初日の4日、鈴木村長は平成27年度の施政方針

と重点施策について述べ、村政に取り組む基本的な考え
方を明らかにしました。
また、6日には山本喜仁議員、品川正人議員、鈴木和

久議員、小野新太郎議員、田村道雄議員、品川新一議員
が一般質問を行いましたので、主な内容を要約してお知
らせします。

施政方針
　私は村民皆さま方から心温まるご
支援をいただき、三度村政の舵取り
役を仰せつかっております。その任
期も半ばを過ぎましたが、責任の重
大さは日々痛感しているところです。
残された任期も、これまでどおり皆
さま方の負託に誠心誠意応え、村民
の幸せを第一に「小さな村の大きな
躍進」を基本理念とし、諸施策実現
に情熱を傾注していく所存です。
それでは、公約に掲げた 6 項目に
ついてご説明します。
○教育立村
学校給食については、昨年給食セ
ンターが完成し、小中学校の給食が
スタートしました。給食の食材にで
きる限り地場産品を活用するために
も、村内の生産量に見合う消費の計
画を推し進め、生産者との間を取り
持つ組織を設けることが今後の課題
となっております。小中学校一貫教
育については、小学校は建築後30年
経過し、学校備品等の耐久性に問題
が生じつつある現状を踏まえ、将来
的には小中学校を 1ヶ所にまとめた
施設一体型校舎を考えています。こ
のことにより、 9年間一貫した系統
的な教育課程を編成することが可能
となり、学力向上も十分期待できま
す。小学校の英語教育については、
平成27年度は全学年に国際科の授業
を設け、年間をとおして英語学習を
行い、さらに 1、2 学年の外国人指
導教員による英語学習を、新学期よ
り週 1回から週 2回に増やすととも
に、この英語学習の対象学年を 4学
年までに拡げ、英会話の充実に努め
る考えです。スポーツの振興・体力
の向上については、生活にゆとりを

生むことを目標として各種スポーツ
行事を開催し、健康づくりと体力の
向上を目指したいと考えています。
社会教育においては、家庭教育や地
域社会の教育力の低下が指摘されて
おります。地域に根ざした家庭教育
支援者の育成を目指し、子ども達が
健やかに成長するための環境づくり
や、子育ての課題等の解決策を見出
していきたいと思っております。今
後も生涯教育を積極的に推し進め、
有能な人材育成に向けた教育立村を
目指す考えです。
○観光開発の推進
昨年22回目となった田んぼアート
は 9月25日、天皇皇后両陛下の御観
覧により、田んぼアート発祥の地と
しての地位が揺るぎないものになっ
たと自負しております。平成26年の
田んぼアート入場者数は、前年に比
べ約 4万人増の29万人を超えるまで
になりました。特に第 2アートは 3
万 5 千人増と大幅に増えておりま
す。この要因の一つには、一昨年整
備した「田んぼアート駅」の開業効
果があると思われます。田んぼアー
トと農業と商業の連携について、ス
マートフォンのアプリを使い第 1
アートを撮影すると、商工会有志の
ホームページに繋がり、村産のお米
などを購入できるシステムを平成26
年度に立ち上げました。このシステ
ムは、広告業界の世界大会で金賞を
受賞するなど、国内外で高い評価を
受けております。しかしながら、販
売実績は振るわない状況となってい
ることから、今年は取扱物産を増や
すとともに、PR強化に努め、本村
農産物の販路拡大と活性化を図りた
いと考えております。
○農業立村
昨年、米食味向上に対する取り組

みの集大成として「第16回米・食味
分析鑑定コンクール国際大会」を開
催し、国内外から過去最多の4,369
検体の出品や延べ1,500人の来場者
が訪れるなど、成功裏に終わること
ができました。特に、本村の生産者
が青森県内から初めて最高賞である
国際総合部門の金賞を受賞するな
ど、本村のみならず県内の生産者に
対しても、良食味米の生産意欲向上
に大きく寄与した大会となりまし
た。一方、平成26年産米の概算金の
価格は前年を大きく下回り、農家を
取り巻く環境は一層厳しいものと
なっております。食味向上の取り組
みと併せ、有機栽培等により付加価
値をつけた安心・安全な農産物生産
をさらに推進し、足腰の強い農業の
確立を目指していかなければなりま
せん。収入の増加とともに経費の節
減も大きな課題となっており、区画
整理の推進も経営改善を促す施策の
ひとつとして考えられます。中間管
理事業を利用した担い手農家への農
地集積は受益者負担の軽減が課題と
なってなかなか事業化に結びついて
おらず、引き続き国や県からの情報
収集に努めていきたいと考えており
ます。
○福祉の向上
健康第一を目標に短命村の返上を

目指すため、 3月19日に「健康宣言」
をいたします。これをきっかけとし
て、村民一人ひとりの「健康・医療
に関する情報を適切に利用し、活用
する力」いわゆる「健やか力」を高
め、健康寿命を延ばしたいと考えて
おります。
具体的な取り組みとしては、国民
健康保険加入者を対象とする集団健
診のほかに、新たに特定健診の個別
健診を実施し、新規受診者の増加や
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受診環境の拡大を図ることにより、
年 1回の特定健診やがん検診のきっ
かけづくりと、さらなる受診率の向
上を目指します。また、特定健診後
の保健指導を積極的に展開し、生活
習慣病の予防を働きかけてまいりま
す。乳幼児についても、乳幼児医療
費助成事業は継続して実施し、保護
者の医療費負担を軽減する考えで
す。休日や夜間の救急医療について
は、今後も弘前圏域定住自立圏の形
成に関する協定等により診療体制を
支援し、安全・安心な村づくりに努
めてまいります。
高齢化社会が急速に進行する中、
本村においては旧田舎館小学校跡地
に定員29名の特別養護老人ホーム
「やすらぎの郷」が開設され、グルー
プホーム「岩木望」、「えびすいなか
だて」とともに地域密着型介護サー
ビス施設として長期的に安定した運
営を支援してまいります。さらに、
村内有料老人ホームやサービス付き
高齢者住宅等の施設とも連携しなが
らデイサービス、在宅介護支援セン
ター及び地域包括支援センターを活
用し、在宅で介護を必要とする方を
取り巻く環境の向上に努めたいと考
えております。
○川部駅周辺の整備と開発
昨年12月22日、急遽JR秋田支社
より訪問があり、阿部県議会議長に
も同席していただき、意見交換した
ところです。内容についてはJRが
これまで提示してきた整備方法の説
明だけで、大きな伸展は見られませ
んでした。JRの基準での連絡通路
の事業負担額と村施工に係るヤード
開発事業費で相当な村負担が見込ま
れることから、国、県の財政支援を念
頭に村の財政状況を精査しながら、
整備に向けた検討をしていく所存で
す。
○田舎館村賛歌
村民の皆さまが我がふるさと・田

舎館村を愛し、誇りを持てるよう「田
舎館村民歌」の制作に平成26年度に
取り組み、この度完成しました。歌
詞は一般公募した30点から村民歌制
定委員会が選定し、作曲は弘前大学

名誉教授の安達弘潮先生にお願いし
ました。この村民歌は 7月26日開催
予定の田舎館村合併60周年記念式典
で皆さまにご披露いたします。
○今年度の主要施策・事業
投資的事業の教育関係では、小中
学校体育館の器具等落下防止対策や
光田寺体育館トイレの壁改修、埋蔵
文化財センター屋根等改修の設計業
務を実施したい考えです。
観光関係では、弥生の里にソー
ラー式街路灯の設置を引き続き進め
る予定です。また、役場庁舎敷地に
県補助金を活用して太陽光発電設備
を整備し、災害時に備えることとし
ております。
道路の維持・改良関係では、畑中
諏訪堂線舗装補修及び高樋線側溝整
備、前田屋敷17号線改良工事等をそ
れぞれ計上しております。なお、傷
みの激しい村道の改修、補修につい
ては、概ね 5年間で改善していきた
いと考えております。また近年の豪
雪対策として、故障しがちな大型除
雪車 5台の更新を進め、効率的かつ
きめ細やかな除排雪に取り組む考え
です。
投資的事業については、今後とも
実質公債費比率や将来負担比率等、
財政指標の抑制を勘案しつつ、将来
の財政状況を見極めながら実施して
まいります。
投資以外の事業ですが、教育行政
においては、平成26年度にスタート
した学校給食について、今後は学校
給食運営委員会の意見を尊重しなが
ら、運営に支障が出ないよう目を
配っていく考えです。また、教師を
補佐する学習支援員や特別支援教育
支援員を小中学校に継続配置すると

ともに、小学校には英語指導員を派
遣し、児童生徒の学習面をサポート
します。さらに、児童生徒や保護
者、教師が悩みを相談できるスクー
ルカウンセラーを再委嘱することと
しております。
観光の推進においては、田んぼ
アート関連事業を中心に、村商工会
等各団体を巻き込んで観光開発、PR
の強化を進めていきたいと考えてお
ります。
次に農業振興関係について、村単
独の新規事業は、昨年の米価下落対
策として収入減少影響緩和対策事業
や水稲共済加入促進事業を取り上げ
ており、また農業振興対策として、
稲わら焼却防止対策や耕作放棄地対
策、特産果樹生産促進事業、マメコ
バチ活用促進事業を実施する予定で
す。これまで実施してきた青年就業
事業や農業用ハウス助成事業等とと
もに、手厚く農業経営を支援し、足
腰の強い農業立村を目指します。
福祉関係では、健康管理を強く自
覚していただくため、国民健康保険
加入者の40歳、50歳の方の特定健診
及び人間ドック・脳ドックに加え45
歳、55歳の方の特定健診及び35歳以
上の全村民を対象とした大腸がん検
診の無料化を継続します。高齢者対
策としては、高齢者福祉計画の中
で、老人福祉事業、介護保険事業の
具体的な目標と方向性を見出してい
きたいと考えております。乳幼児は
つらつ育成事業では、対象者の所得
制限の撤廃や、医療費については村
が青森県国民健康保険団体連合会を
とおして直接医療機関に支払う現物
給付制度を取り入れており、今後も
この制度を継続してまいります。

第16回米・食味分析鑑定コンクール国際大会の様子
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一般質問

山本　喜仁 議員
①弥生の里の施設の有効活用につい
て
問 2 月20日に開催した弥生の里の
指定管理者との意見交換会を今後ど
のように生かしていくお考えか。
答（村長）産直センターやレストラ
ン、遊具施設、第 2田んぼアートの
利用者増を目指して、今後も指定管
理者と改善点を協議していきたい。
②川部駅周辺の整備について
問 旧ヤードや市街化区域の田んぼ
を有効活用するためにも、駅周辺の
整備をお願いしたい。
答（村長）整備に要する財源の確保
が最重要課題であり、全体計画の概
算事業費を国庫交付金で対応できな
いか検討したが、不調に終わってい
る。引き続き関係機関と連携をとり
ながら事業化できる時期を検討して
いきたい。
③観光面でのPR先について
問 東京都小平市には村出身の商工
会女性部長がおり、市長は田んぼ
アートの稲刈り体験ツアーに参加し
た。小平市でもPRを考えてみては

いかがか。
答（村長）青森県観光連盟主催の東
京中央線沿線でのPR活動に職員 3
名を派遣しており、縁故があるとの
理由でのPR活動は考えていない。
④児童公園等の樹木管理について
問 児童公園から道路や民家にはみ
出しそうな木々の枝は村の予算で
切っていただけるという答弁が以前
あったと思うが。
答（村長）平成27年度当初予算案に
伐採費用を計上しており、大きな樹
木がある公園から実施していきたい。

品川　正人 議員
①ふるさと納税について
問 納税額を増やすため、村として
どのような内容の返礼品の検討、決
定がなされ、また今後どのような形
でPRしていくのか。
答（村長）返礼品については今のと
ころ田舎館米などの農産物や祝い
亀、農協女性部の農産加工品などを
考えている。PRについては、村の
ホームページやインターネットでの
大手ふるさと納税紹介サイトの活用、
田んぼアートをチラシ等に掲載する
など、効果的な活動を検討していき
たい。
②防火用水の確保について
問 防火用水の現状と今後の対策を

どのように考えているのか。
答（村長）消防団員と消防署員が随
時見回り、消火栓や防火水槽の除雪
を行っている。消防署員による 4月
の村内全箇所の水利点検と12月の消
火栓点検が実施されており、不良箇
所についてはその都度修繕等の対応
をしている。水利箇所の不足が指摘
された際は、消火栓の新設要望をあ
げていただき、村の消防施設の設置
基準や現地の水道管の口径等を勘案
しながら対応していきたいと考えて
いる。
③B型肝炎ワクチンの接種費用の助
成について
問 現在、村にはどの程度の人がB
型肝炎ウィルスに感染していると推
計しているのか。また、できるだけ
多くの人にワクチン接種をしてもら
えるよう、費用の軽減を図る助成制
度を設けていただきたい。
答（村長）サンプル数が少ないため、
村全体の感染者数を推計することは
非常に難しい。接種費用の助成につ
いては、村としては今のところ助成
する予定はないが、国の新たな補助
制度として数年内に新生児に対する
ワクチンが定期接種に移行するとの
情報もあることから、今後の推移を
見守りたい。

可決された主な案件
予算関係

・平成27年度田舎館村一般会計予算
・平成27年度田舎館村国民健康保険特別会計予算
・平成27年度田舎館村後期高齢者医療特別会計予算
・平成27年度田舎館村介護保険特別会計予算
・平成27年度田舎館村農業集落排水事業会計予算
・平成27年度田舎館村下水道事業会計予算
・平成27年度田舎館村水道事業会計予算
・平成26年度田舎館村一般会計補正予算
・平成26年度田舎館村介護保険特別会計補正予算

・平成26年度田舎館村下水道事業会計補正予算
・平成26年度田舎館村水道事業会計補正予算

その他
・青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数

の減少及び青森県市町村職員退職手当組合規約の変更につ
いて

・人権擁護委員の推薦について
・専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

条例関係
・田舎館村教育委員会教育長の勤務時間等に関する条例案
・田舎館村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営

並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条例案

・田舎館村包括的支援事業の実施に関する基準を定め
る条例案

・田舎館村特別職報酬等審議会条例の一部を改正する
条例案

・田舎館村行政手続条例の一部を改正する条例案
・田舎館村職員定数条例の一部を改正する条例案
・田舎館村非常勤特別職員の報酬及び費用弁償の額並

びにその支給条例の一部を改正する条例案
・田舎館村証人等の費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例案

・田舎館村特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改
正する条例案

・田舎館村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案
・田舎館村職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例案
・田舎館村指定地域密着型サービス事業者及び指定地域密

着型介護予防サービス事業者の指定に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例案

・田舎館村介護保険条例の一部を改正する条例案
・田舎館村道路占用料徴収条例の一部を改正する条例案
・田舎館村都市公園法施行条例の一部を改正する条例案
・田舎館村都市公園条例の一部を改正する条例案
・村長等及び職員の給与の臨時特例に関する条例を廃止する

条例案
・田舎館村教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関す

る条例を廃止する条例案
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村議会3月定例会

鈴木　和久 議員
①空き家対策について
問 条例制定の検討について進展は
あるのか。
答（村長）「空家等対策の推進に関
する特別措置法」が施行され、村とし
ては、国がこの中で定めた指針に沿っ
た空き家等対策計画を県の助言をい
ただいて策定する。これに基づいて
空き家対策を講ずることとし、条例
化についてはこの計画で対応できな
い部分、不都合な部分が生じた場合
に制定を検討したいと考えている。
②福祉避難所の指定について
問 ア福祉避難所は平成27年度内を
目標に確保するとなっているが、そ
の場所、数、根拠についてお伺いし
たい。
答（村長）現在福祉避難所の指定は
行っていないが、村の指定を受けて
設置された介護保険施設である特別
養護老人ホーム「やすらぎの郷」「さ
わやか園」、グループホーム「えびす
いなかだて」及び「岩木望」の 4施
設について、指定条件等を検討した
上で平成27年度中に指定に向けての
協定を取り交わしたいと考えている。
問 イバリアフリー等が要求される
が、その対応はできるのか。
答（村長）1点目のご質問にお答え
した 4施設は、検討段階であるが要
件を満たしているものと考えている。
問 ウケアが必要な要援護者を避難
所に振り分けなければならないが、
その対応についてお伺いしたい。
答（村長）福祉避難所を指定するに
あたり「福祉避難所設置・運営に関
するガイドライン」を作成し、それ
に基づいて対応することになるが、
民生委員等、地域の支援者と協議
し、一般の避難所では対応が困難と
思われる要支援者ごとに個別支援計
画を作成することになる。
③介護保険法改正の対応について
問 要支援 1、要支援 2への村の対
応について、昨年 9月議会での質問
では現状維持という答弁だったが、
新聞記事には検討中と記載されてい
る。その真意を伺いたい。
答（村長）昨年の 9月議会で答弁し

たとおり、平成29年 4 月 1 日からの
総合事業への移行後も現在よりサー
ビスの低下を招くことがないよう、
事業計画を策定したいと考えている。
④田んぼアートと応援隊について
問 ア田んぼアート応援隊の内容に
ついてお伺いしたい。
答（村長）自主的に企画運営するイ
ベントやアートの維持管理等をとお
して、アートに関わる人の連携によ
り村の活性化に繋がればと考えてい
る。現在は応援隊設立に向け、村内
各種団体代表者にお集まりいただき
意見交換会を開催している。
問 イ観光バス等の対応に苦慮して
いる現状を踏まえ、第 3アートの新
設等も進めるべきだと思うが、どの
ように対応するのか。
答（村長）昨年団体予約を開始した
ところ、一昨年までのような混乱は
少ない状況であるので、バスを利用
した団体用の第 3アート建設は今の
ところ考えていない。

小野　新太郎 議員
①地方創生に対する村の取り組みに
ついて
問 ア地方版総合戦略をどのように
策定しようとしているのか。
答（村長）今までの人口動態を検証
して将来人口を予測し、人口減少に
歯止めを掛ける施策を検討するため、
村内の産業界・教育関係・金融関
係・労働者・住民・議会の代表によ

る第三者機関を立ち上げ、効果的な
施策を立案するよう指導されている。
問 イ国として地方活性化の後押し
をするため、国の職員や民間のシンク
タンク研究員を幹部職員として市町
村へ派遣する「シティーマネージャー
制度」を活用する考えはないか。
答（村長）総合戦略策定は非常に難
しい作業となると見込まれるが、本
村としては地元をよく理解している
第三者機関が関わるので、計画策定
で指導的役割を担うシティマネー
ジャー制度の活用は考えていない。
問 ウ総合戦略策定と予算獲得の意
気込みをお聞かせ願いたい。
答（村長）総合戦略策定のもとでの
施策に対する各市町村への予算配分
限度額は、財政力指数や就業率、転
出数人口比率などで決定され、本村
には 5千53万 5 千円が提示されてい
る。この提示額全額を有効に活用し、
事業展開していきたい。

田村　道雄 議員
①財政健全化の取り組みについて
問 ア平成27年度以降の財政健全化
への見通しは。
答（村長）平成26年度決算以降の実
質公債費比率は18％を下回って推移
すると推計している。しかし、ここ
10年、施設や村道などの改修を極力
見送ってきたことから、破損箇所が
いたるところに見受けられるように
なった。今後、これらの改修事業に
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伴う村債の新規発行、さらには普通
交付税の動向によっては再度18％を
上回ることも懸念されるので、この
ことを慎重に見極めながら健全な財
政運営に努めたい。
問 イ田んぼアート事業を活用した
ふるさと納税の推進対策は。
答（村長）返礼品に田んぼアートの
統一シールを貼るなど、全国区の田
んぼアートを前面に押し出す工夫を
し、田んぼアートのPRと納税額の
増加を図りたい。
②雪対策について
問 アロータリー除雪車を増車した
ことによる効果は。
答（村長）幅出し、肩上げ等の作業
効率や機動力が上がり、作業日数も
3分の 2から 2分の 1程度に短縮さ
れたので、増車による効果は大きい
ものと感じている。
問 イりんご園に通じる村道の除雪
を早期に実施してもらえないか。
答（村長）2月に入り降雪も例年並
みとなったことから、前年度より 1
週間程度早い 2月23日から実施して
いる。

品川　新一 議員
① 4 月 1 日より実施される「地方教
育行政改正案」における教育委員会
改革について
問 ア教育委員長と教育長を一本化
した新教育長を置くとあるが、村で
はどのように対応するのか。
答（教育長）特例措置として、現行
法上の教育長職は教育委員としての
任期中は在任できることや旧制度か
ら新制度への教育の継続性・安定性
を確保する等を考慮し、平成27年 4
月 1 日において在任している教育長
は現行制度の教育長として在職する
ことができる。従って、村の対応と
しては教育長が教育委員の任期中は
旧制度を適用することを村長部局と
協議済みである。
問 イ首長が「総合教育会議」を招
集できるようになり会議の議事録を
作成し公表するよう努めなければな
らないとあるが、年何回ほどの計画
で、またどのような方法で公表する
のか。
答（教育長）総合教育会議は首長が
招集するが、首長あるいは教育委員
会が協議したい事項ができた時、あ
るいは緊急事態が生じたときに随時
開催されるものであり、開催回数は
首長と教育委員会の意思で決まるの
で、回数については決めていない。

また、会議の村民に対しての公表に
ついては、会議の公開原則と議事録
の作成及び公表の努力義務が規定さ
れているので、透明性を高め、住民
によるチェックを向上させる観点か
らホームページ等を活用したい。
②田んぼアートについて
問 第 2アート会場から高樋地区を
経由して徒歩で第 1会場へ向かう観
光客がいると聞いているので、シャ
トルワゴン車「たさあべ号」の運行
経路をバイパスではなく高樋地区経
由に変更できないか。
答（村長）たさあべ号の乗車定員は
9人であることから、混雑時は途中
乗車の余裕がない状況となり、ご質
問の場所に停留所を設けることは非
常に困難である。ただ、歩いて移動
したい方のために、歩行者用地図を
準備して便宜を図りたい。
③小中一貫教育について
問 今後公約を実現するため有権者
を含めた委員会の立ち上げを計画し
てはどうか。
答（教育長）小中一貫校の先進地事
例や予想される様々な課題等の情報
収集を行い、教育委員会で検討・協
議し、総合教育会議で話し合いを重
ねた後、有識者を含めた検討委員会
を立ち上げ、学校施設・学校組織運
営等に関して具体的に推し進めてい
くことになるものと考えている。

2月16日、永年の議会活動が認められた齋藤繁議員へ表彰状
が贈られました。

青森県町村議会議長会表彰
� 　　　　（町村議会議員として19年以上在職し功労のあった者）

中南津軽郡町村議会議長会表彰
� 　　　　（町村議会議長として3年以上在職し功労のあった者）

齋藤議員は去る3月17日に病気のため永眠されました。73歳
でした。
生前のご活躍を偲ぶとともに、心よりご冥福をお祈りします。

村議会3月定例会

永年の功績を称えて
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役場職員
4月1日付

【村長部局】

▽総務課長兼合併対策室長（総務課
長補佐兼財政係長）阿保春仁 ▽総務
課長補佐兼財政係長（津軽広域連合
派遣）上田貴光 ▽産業係長兼務（産
業課長補佐）中村甲一郎 ▽総務課主
幹兼人事係長（総務課人事係長）相
坂朱美 ▽厚生課主幹兼福祉係長（厚
生課福祉係長）鈴木貴 ▽厚生課主査
（厚生課主事）菊地一臣 ▽ 住民課主
査（住民課主事）岩間涼子 ▽総務課
主査（総務課主事）坂本貴章 ▽住民
課主査（住民課主事）平川敬 ▽厚生
課主事（総務課主事）長濱留美子 ▽

企画観光課主事（税務課主事）阿保
和紀 ▽会計課主事（教育課主事）山
谷賢吾 ▽ 税務課主事（会計課主事）
小森好展 ▽住民課主事（総務課主事）
平澤晃大 ▽総務課主事（住民課主事）
長内亮平 ▽建設課主事（建設課主事
補）櫻庭広樹 ▽総務課主事（総務課
主事補）工藤祐介 ▽産業課主事（産
業課主事補）木村和希子 ▽税務課主
事（税務課主事補）鈴木徹 ▽厚生課
主事（厚生課主事補）工藤遼輔 ▽企
画観光課主事（企画観光課主事補）
福士大輝 ▽総務課主事補（農業委員
会主事補）品川由衣 ▽税務課主事補
（新採用）工藤優太朗

【議会事務局】

▽議会事務局主事（議会事務局主事
補）清野静子

【教育委員会部局】

▽教育課主査（税務課主査）平川建清

【農業委員会部局】

▽農業委員会主事補（厚生課主事補）
福原奈美

【定年退職】
3月31日付

▽齊藤一仁（総務課長兼合併対策室
長）

▽葛西修一（田舎館小学校用務員）

【再任用】
4月1日付

▽葛西修一（田舎館小学校用務員）

【臨時職員等】
4月1日付

▽厚生課臨時事務員／山谷悠太 ▽企
画観光課臨時事務員／川崎睦子 ▽企
画観光課臨時事務員／太田裕子

4月2日付

▽住民課臨時事務員／船水景子 ▽企
画観光課臨時事務員／菊地貴子 ▽産
業課臨時事務員／福士琴美 ▽教育課
臨時事務員／樋口泉 ▽学校給食セン
ター臨時調理員／工藤洋子 ▽学校給
食センター臨時調理員／柳谷輝美 ▽

学校給食センター臨時調理員／白戸
いね子 ▽学校給食センター臨時調理
員／山谷夏子 ▽学校給食センター臨
時調理員／岩間智子 ▽学校給食セン
ター臨時調理員／鈴木松代 ▽学校給
食センター臨時調理員／酒井類子 ▽

学校給食センター臨時調理員／花岡
美保 ▽学校給食センター臨時運転労
務員／葛西裕美

教 職 員
4月1日付
◎転　出

【教　頭】

▽ 三沢市三川目小（田舎館小教諭）
川上博昭

▽平賀西中（田舎館中教諭）中村博
文

【教諭等】

▽北陽小教諭（田舎館小教諭）今真
理子 ▽ 黒石小教諭（田舎館小教諭）
葛西佳子 ▽香港日本人学校教諭（田
舎館小教諭）今俊幸 ▽黒石東小事務
主任（田舎館小事務主任）佐々木嶺

▽中郷中教諭（田舎館中教諭）太田
菜穗子 ▽中郷中教諭（田舎館中教諭）
船水佳子

▽ 県総合学校教育センター研究員
（田舎館中教諭）佐藤大志

◎転　入

【教諭等】

▽田舎館小教諭（長峰小教諭）宮本
公生 ▽田舎館小主事（弘前第一中主
事）川又きらり ▽田舎館中教諭（津
軽中教諭）鳴海滋 ▽田舎館中教諭（藤
崎中教諭）大川俊光 ▽田舎館中教諭
（平賀西中教諭）笹森寿成 ▽ 田舎館
中教諭（黒石中教諭）佐藤貴子 ▽田
舎館中教諭（東英中教諭）佐藤琢 ▽

田舎館中講師（千葉県野田市立中央
小講師）横山裕香

◎雇用継続

▽田舎館中講師／阿保幸恵

3月31日
◎定年退職

▽佐藤稔秋（田舎館中教諭）

村職員・村内小中学校職員
人事異動
役場職員及び村内小中学校職員の人事異動をお知らせします。

（　）は旧所属です。
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◆地方交付税…村の財政力に応じて国から交付されるお金
◆国庫支出金…事業に対しての国からの補助
◆県 支 出 金…事業に対しての県からの補助
◆村　　　債…大きな事業を実施するときなどに村が借りるお金
◇村　　　税…村民税や固定資産税など皆さんに納めていただく税金
◇繰　入　金…基金を取りくずして繰り入れられるお金
◇分担金・負担金…事業に要する経費の一部を、利益を受ける者が負

担するお金など

前年度比 1.5％減
平成27年度 一般会計予算 33億
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歳入

国庫支出金　361,521千円 （10.7%）

県支出金　286,186千円 （8.4%）

村債
138,100千円 （4.1%）

地方消費税交付金
76,000千円 （2.2%）

その他
（地方譲与税など）
54,311千円 （1.6%）

552,241
16.3

村税
552,241千円
（16.3%）

繰入金
157,000千円 （4.6%）

諸収入　59,595千円 （1.8%）分担金・負担金
87,312千円 （2.6%） その他 （使用料など） 51,734千円 （1.5%）

〈依存財源〉
2,484,118千円
（73.2%）

〈自主財源〉
907,882千円
（26.8%）

3,392,000千円

地方交付税
1,568,000千円

（46.2%）

地方交付税
1,568,000千円

（46.2%）

特別会計・企業会計
【特別会計】

国民健康保険 1,150,000 千円
後期高齢者医療保険 72,900 千円
介護保険 858,036 千円

【企業会計】
農業集落排水事業
　○収益的収入 37,083 千円
　○収益的支出 37,059 千円
　○資本的収入 10,856 千円
　○資本的支出 16,532 千円
下水道事業
　○収益的収入 287,458 千円
　○収益的支出 264,277 千円
　○資本的収入 153,842 千円
　○資本的支出 223,276 千円
水道事業
　○収益的収入 184,394 千円
　○収益的支出 183,803 千円
　○資本的収入 2,754 千円
　○資本的支出 49,868 千円
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33億 9,200万円 　村議会３月定例会において
可決された一般会計予算・特
別会計予算の概要についてお
知らせします。

総　務　費
・合併60周年記念式典� 2,553千円
・太陽光発電設備等設置工事費� 35,929千円
・部落行政経費補助金� 5,500千円
・生活交通路線維持費等補助金� 7,113千円
・納税貯蓄組合補助金� 6,601千円

民　生　費
・村社会福祉協議会補助金� 13,137千円
・老人送迎バス運行業務委託料� 5,167千円
・保育所運営費� 266,000千円

衛　生　費
・県後期高齢者医療広域連合負担金� 88,001千円
・乳幼児はつらつ育成事業費� 10,752千円
・黒石地区清掃施設組合負担金� 63,524千円

農林水産業費
・収入減少影響緩和対策加入促進事業補助金� 6,200千円
・稲わら焼却防止対策助成事業補助金� 5,000千円
・水稲共済加入促進事業補助金� 4,000千円
・耕作放棄地対策事業補助金� 1,000千円

商　工　費
・各種イベント業務等委託料� 4,700千円
・田んぼアート関連業務委託料� 8,470千円

土　木　費
・舗装補修等工事費� 51,000千円
・側溝整備等工事費� 13,000千円
・除雪対策費（除雪機械購入費等含む）� 66,798千円

消　防　費
・弘前地区消防事務組合負担金� 142,684千円

教　育　費
・英語指導員報償費� 2,100千円
・通学バス運行業務委託料� 44,911千円
・学校給食費� 81,237千円

このような事業等に使われます

歳出

議会費　60,891千円 （1.8%）

総務費
579,927千円
（17.1%）

民生費
928,779千円
（27.4%）

衛生費　304,636千円 （9.0%）

農林水産業費　149,547千円 （4.4%）

商工費　83,097千円 （2.4%）

土木費
386,190千円 （11.4%）

消防費
187,481千円 （5.5%）

教育費
328,296千円 （9.7%） 公債費

377,592千円
（11.1%）

その他 （労働費など）　5,564千円 （0.2%）

3,392,000千円
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話 題 い ろ い ろ

　村文化会館で「村健康宣言 村民のつどい」を行いました。
村内各団体の発表や弘前大学大学院医学研究科長・医学部
長の中路重之教授の講演などがあり、最後は村長により健
康長寿を目指す「健康宣言」が発表されました。

短命村返上に向けて

　村役場周辺で出初式を行いました。村消防団員は模擬演
習、機械器具点検で日頃からの備えを確認し、ラッパ隊の
演奏に合わせた分列行進やまとい振りで、防災意識をさら
に高めました。

　田舎館中学校と田舎館小学校で卒業式が行われました。中学校卒業生
66人、小学校卒業生61人は、りんとした表情で式に臨み、卒業証書を
授与されました。また、村内の保育所（園）ではそれぞれ修了式・卒園
式が行われ、そのうち22日に行われた畑中保育所の修了式では21人の
年長組の子ども達が修了証書を受け取りました。

防災意識の向上に

学舎・恩師に別れを告げ

3　
　15

3　
　14

3　
　19

3　
　12

貴重な意見交換の場2　
　27

　雪原を歩いて模様を描く「スノーアート」の第一人者である
英国人のサイモン・ベックさんが村を訪問しました。冬期観光
の強化を目指す県の事業に向けた視察が目的で、サイモンさん
は第 2 田んぼアート会場にスノーアートを試作しました。

　レストランジャイゴで「誘致企業オーナーと村長との懇
談会」を行いました。それぞれの企業を取り巻く状況が報
告されたほか、村のイベントについての提案など多岐にわ
たる議論がなされました。

美しい幾何学模様が雪原に

田舎館中学校卒業式

3　
　21

3　
　22

田舎館小学校卒業式

畑中保育所修了式
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お問い合わせの際は、各課の内線番号をお伝えください。
役場 ☎58-2111（代表）役場からのお知らせ

今月の納税相談
夜間納税相談 休日納税相談

とき
じかん
ところ

4月22日（水）
午後5時～午後7時
税務課窓口

4月26日（日）
午前9時～午後4時
税務課窓口

▽問い合わせ／税務課徴収係（内線123）

今月の粗大ゴミ収集日
　4月22日（水）

▽問い合わせ／厚生課環境衛生係（内線152、153）

人権行政相談
○と　き／4月16日（木）
○ところ／役場1階相談室
○じかん／午前9時～正午

▽問い合わせ／住民課住民係（内線164）

国民年金だより
平成27年度の国民年金保険料について

　国民年金第 1号被保険者及び任意加入被保険者の 1
か月当たりの保険料は15,590円です。保険料の納付が
難しい場合は、免除等申請が可能です。

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内
　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入し
なければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本
人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が
猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学
院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及
び各種学校（修業年限 1年以上である課程）に在学す
る学生等で、ご本人の所得が次の計算式で計算した金額
以下であることが条件です。
《所得のめやす》118万円 + 扶養親族等の数×38万円
　学生納付特例の承認期間は 4月から翌年 3月までと
なります。
　学生納付特例制度により平成26年度に保険料納付を
猶予されている方で、平成27年度も引き続き在学予定
の方へ、3月下旬に基礎年金番号が印字されたハガキ形
式の学生納付特例申請書が送付されています。同一の学
校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入
しポストに投函することで、平成27年度の申請ができ
ます。この場合、在学証明書または学生証の写しの添付
は不要です。
　在学している学校等に変更がある方については、この
ハガキで申請することはできませんので、通常の申請書

に在学証明書または学生証の写しを添付し役場住民課ま
たはお近くの年金事務所へ提出してください。
　なお、平成27年度は学生納付特例を利用せず、保険
料の納付を希望される場合は納付書を送付いたしますの
で、お手数ですがお近くの年金事務所にご連絡ください。

○日本年金機構からのお知らせ○
　国民年金第1号被保険者等の方に「住民票住所申出書」
の送付を行います。
　日本年金機構では、平成28年1月からのマイナンバー（注）
の導入に向けて、当機構が管理する基礎年金番号の情報
に住民票コードが収録されていない国民年金第 1号被
保険者等（以下「被保険者等」といいます。）の方に対
して、本年4月から「住民票住所申出書」（ご本人から住
民票住所をお知らせいただくための文書）を送付します。
《上記申出書は、お知らせいただいた住民票の住所等か
らご本人の住民票コードを特定するために使用します》
マイナンバーは住民票コードに基づき付番されますの
で、当機構では、事前に基礎年金番号の情報へ住民票
コードの収録を進めており、収録された住民票コードを
基に、基礎年金番号とマイナンバーの紐付けを行いま
す。マイナンバーと基礎年金番号が紐付くことにより、
年金に関する各種届出の省略等が順次可能となる予定で
すので、被保険者等の方のお手続きが簡素化することに
なります。
（注）マイナンバーは「行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律」に基づき平成27
年10月より国民一人一人に通知され、国民の利便性の
向上や行政の効率化等のために活用されます。

▽申し込み・問い合わせ／住民課保育年金係（内線161）
� 弘前年金事務所　☎27－1337

本村の面積は22.35平方キロメートル
に変更

　国土交通省国土地理院は、平成26年10月 1日現在の
国土の面積を全国都道府県市区町村別に取りまとめ、平
成27年 3月 6日に公表しました。
　面積計測の精度向上により、村の面積が22.31平方キ
ロメートルから22.35平方キロメートルに変更となりま
したのでお知らせします。

▽問い合わせ／総務課庶務係（内線221）

老人憩の家温泉掘削が完了しました
　温度低下により長らくご不便をおかけしておりました
老人憩の家の温泉ですが、ようやく掘削工事が終わり新
しい温泉を提供できることになりました。ご利用方法な
どはこれまでと変更ありませんので、みなさんぜひご利
用ください。

▽問い合わせ／厚生課福祉係（内線154、155）
　株式会社アイナック（老人憩の家）　☎58－3555

I n f o rm a t i o n
お知らせ
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メーター検針再開のお知らせ
　上・下水道料金について、冬期間（12月〜3月）は積
雪により9月〜11月までの平均水量を概算使用水量とし
て料金を請求していましたが、4月から毎月のメーター
検針を再開します。また、4月分のメーター検針時に冬
期間の使用水量を精算しました。使用水量が冬期間の概
算使用水量を超えた場合は、毎月の料金より高くなる場
合がありますのでご了承願います。検針にあたり、確認
事項のご協力をお願いします。
メーター検針に伴う確認事項
・メーターボックス上の雪や中の土などを取り除いてお
いてください。（自動車を止めたり、物も置かないでく
ださい。）

・メーターボックス付近に犬を繋がないでください。
・水道漏水の確認（宅内などの蛇口をすべて閉めた状態
でメーターボックスを確認し、廻っていれば漏水して
いる可能性があります。漏水時は村指定水道工事店で
修理を至急お願いします。）

▽問い合わせ／建設課業務係（内線234、235）

協会けんぽ加入者（被扶養者）の方へ
特定健診のお知らせ

　協会けんぽ加入者（被扶養者）も、年に１回は特定健
診を受けて、自分自身の健康状態のチェックと病気の早
期発見に努めましょう。

○受診対象年齢等／40歳（平成28年3月31日までに40
歳になる方）～74歳（75歳の誕生日前日までの方）

この保険証をお持
ちの方に対しての
お知らせです。
お持ちの保険証を
ご確認願います。

○健診場所・健診日／いなかだて健康ごよみ等の集団検
診日程をご確認ください。

○申込方法／事前に予約が必要です。直接、電話で青森
県総合健診センターへ　☎017－741－2336　

○個人負担／無料
○特定健診当日お持ちいただくもの
・健康保険証
・受診券（4月中に自宅へ郵送予定 協会けんぽ青森支
部：☎017－721－2723）

○検査項目
・身体測定（身長、体重、BMI、腹囲測定）
・理学的検査（内診）
・血圧測定
・尿検査（尿糖、蛋白）

血中脂質検査（中性脂肪、HDLコレス
テロール、LDLコレステロール）

・血液検査　血糖検査
� （空腹時血糖またはヘモグロビンA1c）

肝機能検査（GOT、GPT、γ-GTP）

　なお、健診日には胃がん・大腸がん・肺がん・前立腺
がん（50歳以上）の各種がん検診もあわせて受診でき
ます。料金等の詳細については村役場厚生課環境衛生係
へご確認願います。

▽問い合わせ／厚生課環境衛生係（内線152、153）

村保健協力員名簿
　4月1日、村保健協力員委嘱状交付式が行われました。
委嘱された方々は以下のとおりです。各種健診申込書の
配布、回収で各家庭に伺いますので、よろしくお願いし
ます。
� 任期　平成27年4月1日～平成29年3月31日
部　　落 氏　　名 部　　落 氏　　名
高　　樋 川　崎　登貴子 大　　袋 齋　藤　せ　つ
〃 川　崎　佐知江 〃 須　藤　亮　子

十二川原 相　馬　公　子 〃 小　野　須賀子
〃 田　上　昭　子 川　　部 平　川　睦　子

枝　　川 工　藤　ヌ　エ 〃 鈴　木　久　江
〃 工　藤　レイコ 〃 鈴　木　と　よ

垂　　柳 相　馬　幸　子 〃 髙　谷　秀　子
〃 相　馬　正　子 〃 横　山　匠　子

田 舎 舘 菊　地　とき子 〃 鈴　木　礼　子
〃 三　橋　幸　子 〃 工　藤　道　子
〃 肥　後　和　子 和　　泉 成　田　政　子
〃 工　藤　和　子 〃 三　浦　て　つ

八 反 田 阿　保　千恵子 〃 三　浦　フヂヱ
〃 阿　保　留美子 境　　森 成　田　和　子
〃 阿　保　茂　子 〃 八木橋　ふ　さ

畑　　中 佐　藤　龍　子 前田屋敷 田　村　恭　子
〃 阿　保　キン子 〃 山　谷　嘉津子
〃 稲　葉　春　江 〃 山　谷　德　子
〃 稲　葉　昌　子 〃 福　士　サツエ
〃 櫻　庭　千津子 土 矢 倉 平　澤　よし子

大　　曲 阿　保　セ　子 堂 野 前 福　原　淑　子
〃 山　本　鉄　子 〃 清　藤　直　子

諏 訪 堂 田　澤　晶　子 新　　町 小　山　理紀子
〃 田　澤　葉　子 〃 小　林　厚　子
〃 荒　谷　枝梨子 東 光 寺 中　山　秀　子

大 根 子 葛　西　智　子 〃 中　村　登美子
〃 鈴　木　るり子 二 津 屋 金　枝　　　幹
〃 鈴　木　真紀子 〃 久保田　和　子

豊　　蒔 浅　利　けい子 高　　田 鈴　木　惠美子
〃 浅　利　惠　子 〃 鈴　木　雪　子
〃 一　戸　育　子

▽問い合わせ／厚生課環境衛生係（内線152、153）

今月のお知らせ

⎫
⎪
⎪
⎬
⎪
⎪
⎭
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田舎館村民歌制定
　平成26年 8月より制作作業を進めてきた田舎館村民歌が完成し、制定年月日を平成27年 4月１日としました。
　村民歌の制作にあたっては、田舎館村民歌制定委員会（阿保靖彦委員長）を立ち上げ、みんなに親しまれ、村民の一
体感を醸成し、村の新たな象徴となるよう、村をイメージするフレーズ及び歌詞の公募をしました。多数のご応募をい
ただきありがとうございました。
　村民歌制定委員会で審査した結果、フレーズ及び歌詞の採用者、歌詞は次のとおりとなりました。
　なお、作曲については、弘前大学名誉教授である安達弘潮氏に依頼し、安達氏と村民歌制定委員会で歌詞の補作を
行っております。

フレーズ採用者／阿　保　由美子 様（田舎舘）	 佐々木　鶴池子 様（畑　中）	 山　本　正　志 様（大　曲）
	 　山　本　幸　美 様（大　曲）	 「田園」未来を築く会（垂　柳）	 小　友　美保子 様（藤崎町）
	 　長　利　冬　道 様（弘前市）	 田　中　尚　子 様（弘前市）	 松　田　耕一郎 様（弘前市）
歌 詞 採 用 者／保　岡　直　樹 様（東京都）� ※（　　）内は住所地
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　※平成27年 7月26日（日）に開催する予定の田舎館村合併60周年記念式典で発表します。

▽問い合わせ／総務課庶務係（内線221）

介護保険料の改定について　65歳以上の方（第1号被保険者）の介護保険料が変わります。
　第1号被保険者の介護保険料は3年ごとに見直しすることとなっており、平成24年度から平成26年度までの保険料
額が見直され、平成27年度より下記のとおり改定となります。
　介護保険料は今後3年間（平成27年度から平成29年度）の介護サービス利用量を推計して決定しています。年々介
護保険関連施設の増加や介護サービス利用者の増加により介護サービス利用量が増え、介護給付費の増加に伴う保険料
の引き上げに対し、皆様の御理解、御協力をお願いします。
　なお、保険料決定通知は７月上旬に送付いたします。

■保険料基準月額　　改定前5,180円　　改定後5,860円（13.1％増）
区　　　　　分 保険料月額 保険料年額

1段階（基準額×0.45） 生活保護受給者及び住民税世帯全員非課税の老齢福祉年金受給者及び
住民税世帯全員非課税かつ本人年金収入等80万円以下 2,637円 31,640円

2段階（基準額×0.75） 住民税世帯全員非課税（本人年金収入等80万円超120万円以下） 4,395円 52,740円

3段階（基準額×0.75） 住民税世帯全員非課税（本人年金収入等120万円超） 4,395円 52,740円

4段階（基準額×0.9） 住民税本人非課税で世帯に課税者あり（本人年金収入等80万円以下） 5,274円 63,280円

5段階（基準額×1.0） 住民税本人非課税で世帯に課税者あり（本人年金収入等80万円超） 5,860円 70,320円

6段階（基準額×1.2） 住民税本人課税（合計所得金額120万円未満） 7,032円 84,380円

7段階（基準額×1.3） 住民税本人課税（合計所得金額120万円以上190万円未満） 7,618円 91,410円

8段階（基準額×1.5） 住民税本人課税（合計所得金額190万円以上290万円未満） 8,790円 105,480円

9段階（基準額×1.7） 住民税本人課税（合計所得金額290万円以上） 9,962円 119,540円

※1～3段階の平成29年度分については変更となる予定です。

▽問い合わせ／厚生課介護保険係（内線156）

I n f o rm a t i o n
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税務課固定資産係からのお知らせ
軽自動車税税率改正のお知らせ
　広報いなかだて1月号において、平成27年度からの軽自動車税の税率改正についてお知らせしたところですが、平
成27年度税制改正等に伴い、二輪車等（原動機付自転車、小型特殊自動車、二輪の軽自動車、二輪の小型自動車、雪
上走行車）について税率引き上げが1年延長され、平成28年度から適用されることになりました。軽三輪、軽四輪以
上については、従来通り平成27年 4月 1日以降に新規登録する車両は新税率が適用されます。

【軽三輪・軽四輪以上】…新車新規登録を
受けた年月により、いずれかの税率にな
ります。
①現行税率：	平成27年 3月31日以前に新車

新規登録した車両
②新 税 率：	平成27年 4 月 1 日以降に新車

新規登録した車両
③重課税率：	新車新規登録を受けた年月から

13年を経過した車両に対して
翌年度から課される税率で、平
成28年度からの適用となります。

区　　　分 ①現行税率 ②新税率 ③重課税率
軽三輪 3,100円 3,900円 4,600円

軽四輪
以上

乗　用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物用
自家用 4,000円 5,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

※	平成28年度から重課税率が適用となる車両は平成14年12月31日以前に新車新規登
録をした車両です。なお、初度検査が平成15年10月14日以前の車両については、初
度検査年月の記載が車検証にないため、検査年月は検査年の12月とみなし、重課の
対象とします。

【原動機付自転車・小型特殊自動車・二輪の軽自動車・二輪の小型自動車・雪上走行車】
　…平成28年度から新税率が適用されます。

区　　　　　分 平成27年度まで 平成28年度から 重課税率現行税率 新税率

原動機付自転車

50cc以下 1,000円 2,000円

制度なし

50cc超～90cc以下 1,200円 2,000円
90cc超～125cc以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600円 2,000円

その他のもの 4,700円 5,900円
軽二輪（125cc超～250cc以下）（側車付・ボートトレーラを含む） 2,400円 3,600円

小型二輪（250cc超） 4,000円 6,000円
雪上走行車 2,400円 3,600円

身体障害者等の軽自動車税の減免について
　身体障害者等で一定の条件に該当する方は、軽自動車税の減免申請を行うことができます。
○ 対 象 車 両／一般の軽自動車…障害者本人または障害者の方と生計を同じくする方が所有する軽自動車のうち、1台

について申請できます。	
　　　　　　　特殊用途の軽自動車…車体の構造や装置が、障害者利用のために特殊な仕様となっている軽自動車（車

検証に「身体障害者輸送車」「車いす移動車」等の記載があるもの）について申請できます。
※すでに納付された分については減免を受けられませんので、納税貯蓄組合等に加入されている方は特にご注
意ください。

○必要書類等／一般の軽自動車…減免申請書（税務課備え付け）、印かん、運転する方の運転免許証、車検証、軽自動
車税納税通知書、身体障害者手帳（療育〔愛護〕手帳、精神障害者保健福祉手帳、戦傷病者手帳を含む）
※障害者の方と運転される方が別居している場合は生計同一証明書も必要となります。

　　　　　　　特殊用途の軽自動車…減免申請書（税務課備え付け）、印かん、車検証、軽自動車税納税通知書	
○ 受 付 期 間／5月 1日（金）～5月20日（水）

▽問い合わせ／税務課固定資産係（内線122）

行政相談をご利用ください
　総務省は、田舎館村の行政相談委員に太田信吾氏（枝川）を4月 1日付けで新たに委嘱しました。
村民の皆さんが毎日の暮らしの中で、行政が行う仕事についての苦情や意見・要望などがあったとき、
最も身近な相談相手になるのが同相談委員です。
　相談方法は、面談・電話・手紙のいずれでも結構です。また、相談内容については秘密を厳守しま
すので安心です。定例相談日は、本紙p.11「人権行政相談所開設」をご覧ください。

▽問い合わせ／住民課住民係（内線163、164）
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その他お知らせ
求職者支援訓練の受講者募集

○訓練科名／Web・広告クリエイター養成科
○内　　容／ホームページを使った効果的な広告の企画・

制作スキルを身につけます。
○募集期間／4月10日（金）～5月15日（金）
○訓練期間／6月10日（水）～10月 9日（金）
　　　　　　午前9時10分～午後3時50分
○場　　所／JMTC弘前教室
○定　　員／22名（応募者が少ない場合は中止すること

があります）
○受 講 料／	無料（テキスト代14,990円および、資格試

験を受験する場合は受験料が別途必要です）
○選考日・選考会場／5月21日（木）JMTC弘前教室
○結果通知日／5月26日（火）
○選考方法／面接・筆記
○申し込み／公共職業安定所で受講手続き後、5月15日

までにJMTC弘前教室へお申し込みくだ
さい。※一定の要件を満たす場合に職業
訓練給付金が支給されます。

▽申し込み・問い合わせ
　　　　　　JMTC弘前教室　☎29－1715

第19回芸能発表会開催のお知らせ
○と　　　き／4月19日（日）午後０時30分開演
○と　こ　ろ／村文化会館
○入　場　料／無料
○ゲスト出演／梅丸たまこ（歌謡漫談）

　当日は村文化会館へのバス運行があります。ぜひご利
用ください。
○バス運行スケジュール

場　　所 時間 場　　所 時間
村除雪センター前 10:30 東光寺バス停付近 11:17

ハラコ企画前 10:32 二津屋バス停付近 11:19

諏訪堂集会所前 10:35 高田集会所前 11:25

大根子公民館前 10:40 村老人福祉センター前 11:35

大袋村農村婦人の家前 10:50 堂野前バス停付近 11:37

大袋神社入口 10:53 新町バス停付近 11:40

豊蒔バス停付近 11:00 枝川・十二川原十文字付近 11:48

川部公民館前 11:05 高樋福祉センター前 11:52

境森集会所前 11:12 垂柳会館前 11:55

▽問い合わせ／村文化協会事務局　中辻　☎58−2019

県税のコンビニ納税と口座振替制度のお知らせ
　自動車税・不動産取得税・個人事業税はコンビニエン
スストアで納付できます。ぜひご利用ください。
また、便利で安全・確実な口座振替もご利用できます。
県税・市町村税インフォメーション
　http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/top.html

口座振替できるのは…
○個人事業税…定期賦課分
○法人県民・事業税（地方法人特別税を含む）
　…中間・確定申告分
○自動車税…6月納期分
　4月30日までに金融機関で申し込みが必要です。
○軽油引取税

▽問い合わせ／中南地域県民局県税部納税管理課
　　　　　　　☎32－1131（内線279）

村お達者くらぶ開催のお知らせ
　65歳以上の方を対象に、加齢に伴う転倒予防・認知
症予防を目的として、お達者くらぶを開催します。
○テーマ／ヨーガ教室　　講師：平栗睦子先生
○参加費／無料

と　き ところ
5月8日（金）

午後1時～
午後2時30分

村中央公民館大広間
5月15日（金） 村老人福祉センター大広間

5月22日（金） 村ふれあいセンター
（川部温泉）大広間

▽問い合わせ／村地域包括支援センター　☎58－3704

定例労働相談会
　職場のトラブルに悩んでいるみなさん、定例労働相談
会を利用しませんか？

と　き ところ
5月12日（火） 午後1時30分～

午後3時30分
青森県労働委員会
みどりやビル7階6月2日（火）

7月7日（火） 午後1時30分～
午後4時 青森市アスパム　5階

▽問い合わせ／青森県労働委員会　☎017－034－9832
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消防署からのお知らせ

甲種防火管理新規講習　該当する施設は受講を！
○と　き／5月28日（木）・29日（金）
　午前10時～午後4時（2日間の受講が必要です。）
○ところ／岩木文化センター「あそべーる」
　　　　　弘前市賀田1丁目18番地4
○申込期間／5月 1日（金）～18日（月）
消防本部予防課及び最寄りの消防署・分署で受け付け
します。なお、申込受付期間内であっても定員（180
人）になり次第、受け付けを終了いたします。

○受講料／講習料は無料ですが、事前に書店等でテキス
トを購入していただきます。

危険物取扱者試験と事前講習会開催について�
　危険物取扱者試験
○と　き／6月13日（土）・27日（土）　（両日受験可）
○ところ／弘前東高等学校　　弘前市川先4丁目
○種　類／甲種（受験資格有り）、乙種（第1類～6類）
	 丙種　※乙種と丙種に受験資格はありません。
○受験料／甲種＝5,000円　乙種＝3,400円
　　　　　丙種＝2,700円
○受付期間／4月24日（金）～5月13日（水）
　電子申請：4月21日（火）～5月10日（日）
○願書配布先／弘前消防本部予防課、消防署及び分署
　電子申請：http://www.shoubo-shiken.or.jp

　事前講習会 
○と　き／5月28日（木）・29日（金）（2日間）
　　　　　午前9時30分～午後4時30分
○ところ／弘前地区消防事務組合黒石消防署2階大会議室

　車でのご来場の際は、庁舎裏駐車場をご利
用ください。

○対象者／乙種第4類受験者のうち受講を希望する者
○受講料等／受講料　4,500円（弘前地区消防防災協会 

加入事業所は2,000円）　テキスト代は1,500円
　　　　　※受講料等は講習日1日目、会場にて徴収
○受付期間／4月24日（金）～5月21日（木）
　　　　　※午前8時30分～午後5時
　　　　　　（予防課での受け付けは平日のみ）
○申し込み／弘前消防本部予防課、管内の消防署及び分署

▽問い合わせ／弘前地区消防事務組合黒石消防署田舎館
分署　☎58－2962

	 弘前消防本部予防課　☎32－5104

「津軽の名人・達人バンク」を
ご存知ですか？

　「津軽の名人・達人バンク」とは津軽地域の文化、芸術、
スポーツ、レクリエーション活動などの生涯学習の振興
に寄与するため、さまざまな分野において一芸に秀でた
人材を「津軽の名人・達人」として登録し、学校・施設・
団体・サークル等で講師・指導者として利用してもらう
ものです。
　「○○○を学びたいんだけど、教えてくれる人に心当
たりがない…。」そんな時は、「津軽の名人・達人バンク」
で探してみませんか？

○利用方法／「名人・達人」は市町村窓口等に設置して
いる登録者名簿か、津軽広域連合ホームページにてご
覧になれます。希望や目的にあった「名人・達人」を
見つけたら、利用者が直接連絡をとり、協力を依頼し
てください。指導・支援の詳細については、利用者と
「名人・達人」とで話し合いのうえ、決定してください。

○講師活用事業を実施しております／この事業は、当広
域連合が授業・課外活動・行事・イベント等で「津軽
の名人・達人バンク」を利用する際に、講師にかかる
謝礼を負担するものです。利用の対象となる団体は、
当広域連合圏域内にある学校や児童施設、福祉施設等
です。利用を希望される団体は、ホームページから利
用申込書のダウンロードができますので、必要事項を
記入のうえ、下記まで郵送してください。

○登録方法／当広域連合圏域内にお住まいで、地域のた
めに自分の知識や特技を役立てたいとお考えの方なら
誰でも「津軽の名人・達人バンク」に登録することが
できます。資格・基準は一切ありません。ホームペー
ジから情報登録申込書のダウンロードができますの
で、必要事項を記入の上、下記までメールまたは郵送
してください。
〒036-8003　弘前市大字駅前町9番地20
津軽広域連合「津軽の名人・達人バンク」係
メールアドレス：tsugarukoiki09@hi-it.jp
ホームページ：http://tsugarukoiki.jp/

▽申し込み・問い合わせ／津軽広域連合　☎31－1201
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お誕生おめでとうございます

平　山　に　こ ちゃん
（大将・一生）和　　泉

白　戸　弥
や よ い
生 ちゃん

（陽平・優美子）境　　森

山　岸　諒
りょう
　悟

ご
 くん

（竜士・菜穂）前田屋敷

葛　西　　　晴
はる
 くん

（将太・麻友香）大　　袋

ご結婚おめでとうございます

八木橋　由　哲� 境　　森
奥　瀬　菜々美� 弘 前 市
工　藤　慎　也� 田 舎 舘
渡　辺　真　子� 黒 石 市
安　井　　　巧� 弘 前 市
田　澤　　　泉� 八 反 田
成　田　晃　一� 和　　泉
上　里　涼　子� 弘 前 市
山　谷　将　一� 前田屋敷
葛　西　里　有� 平 川 市
阿　部　裕　貴� 畑　　中
沢　井　麻　美� 十和田市
北　沢　健　太� 弘 前 市
田　村　奈津子� 前田屋敷

おくやみ申し上げます

一　戸　睦　男（57歳）�豊　　蒔
鈴　木　忠　治（79歳）�川　　部
鈴　木　新　市（89歳）�大 根 子
阿　保　　　豊（80歳）�八 反 田
中　山　壽　榮（100歳）�東 光 寺
佐　藤　キ　サ（94歳）�新　　町
齋　藤　　　繁（73歳）�大　　袋
菊　地　し　わ（80歳）�八 反 田

▽問い合わせ／総務課庶務係　☎58−2111（内線222）

☎58-2151防災無線を
聞き逃したら！！

　防災無線で放送された内容を聞き逃した時は、右記の電話番号に
かけると聞くことができます。是非ご利用ください。

戸 の籍 窓 2月21日～3月20日受付
本村に現住所のある方を掲載しております。� 敬称略

人口と世帯
（平成27年 3月末日現在）

男 3,884人（−15）

女 4,262人 （−5）

計 8,146人（−20）

世帯数 2,655世帯 （＋6）

（　）は前月との比較

県内の交通事故概況
（平成27年 3月末日現在）

3　　月
県　内 村　内

件  数 286 （948） 1（10）
死  者 3 （11） 0 （0）
傷  者 345（1,205） 1（13）

（　）は１月からの累計

・やる気の伝え方� 横山信治／著　徳間書店
・火　花� 又吉直樹／著　文藝春秋
・かぐや姫の物語� 高畑勲／著　徳間書店
・ブラック オア ホワイト� 浅田次郎／著　新潮社
・それを愛と呼ばず桜木� 紫乃／著　幻冬舎
・乳がんから自分をまもるために、知っておきたいこと。
� 島田菜穂子／著　日本医療企画

・人生がときめく片づけの魔法〈2〉
� 近藤麻理恵／著　サンマーク出版
・まゆげちゃん� 真珠まりこ／作　講談社
・こっちにおいで、あそぼうよ
� ヴィクトリア・アドラー／作　岩崎書店
・おさるのジョージ　シロップコンコン
� M.＆H.A.レイ／作　金の星社
� ほか

新刊図書の案内図 書 室 だよ り

▽問い合わせ／中央公民館　☎58−2250
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■次号の発行は 5月 7日の予定です。平成27年 4月号・いなかだて18

平成26年4月22日生
父…嘉栄さん　母…亜紀さん

「笑顔がすてきなたっちゃん。すくすく
育ってね♡」

平成26年4月21日生
父…英樹さん　母…昇子さん

「『はーい』って上手にお返事もで
きるよ。元気で素直に育ってネ。」

平成21年4月25日生
父…昭彦さん　母…美樹さん

「『おしゃれ大好き♡』妹の面倒を
みてくれるやさしいお姉さん！」
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バドミントンクラブは20～60代の12人で、毎週火・木曜日の
午後 7 時～午後 9 時に村民体育館で練習をしています。大会には
青森県民体育大会のほか、春季・秋季クラブ対抗大会などにも参加
しており、中でも、青森県民体育大会では上位入賞を目標として大
会に臨んでいます。

バドミントンクラブでは部員を随時募集しています。詳しくはお
問い合わせください。練習の見学は自由ですので、お気軽にお越し
ください。� 金澤　 080－1852－2605

名前：佐々木想
そ

来
ら

さん
学校：田舎館小学校 6 年 1 組
地区：畑中
一言：「最上級生になっての目標は、
苦手科目を克服することです。また、
小さい頃から続けている書道、ピアノ、
水泳も、これからも頑張っていきます。」

  あとがき
この季節になると、バレエ音楽「春

の祭典」が脳内でリフレインします。
バレエ音楽だからといって踊りたくは
なりませんが、この曲の複雑な拍子・
響きが胸のざわめきとウキウキを加
速させているような気がします。

村の木　サイカチ

村の花　稲の花

今月の題字

体協だより

Happy Birthday 4月生まれのおともだち

※広報では、5月生まれのお子さんの写真を募集中です。（4月20日締切）❶氏名（ふりがな）❷生年月日❸住所
❹両親の氏名❺コメントなどを書いて、企画観光課企画係まで郵送またはご持参下さい。写真は後日お返しします。

バドミントンクラブ 健康で
ありますように！今月の

表紙

２月22日、十二川原部落で権現様が行
われました。子ども達は権現様や神主に扮
し、太鼓を鳴らしながら部落内の家々を訪
問しました。神主は「払いたまえ、清えた
まえ」の声とともにお祓い棒を振り、獅子
頭を鳴らしながら訪問先の人達の頭をかじ
り、無病息災・家内安全を願いました。

豊　蒔垂　柳 堂野前


